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理 由 

  西田昌司参議院議員の沖縄戦に関する歴史認識及び発言の撤回拒否に対す

る再抗議について関係要路に要求するため。 



   西田昌司参議院議員の沖縄戦に関する歴史認識及び発言の撤回拒否に対

する再抗議決議 

 令和７年５月16日、本県議会は「西田昌司参議院議員による沖縄戦の実相を

ゆがめ、否定する発言に対する抗議決議」を可決し、史実を歪曲し戦没者や戦

争体験者の尊厳を踏みにじる発言に対して満身の怒りをもって抗議し、謝罪と

撤回を強く求めた。 

しかしながら、あれから１年が経過した現在に至るまで、西田氏は発言の撤

回を行っていない。そればかりか、その後に開いた記者会見等において、ひめ

ゆりの塔等の具体名を挙げたことについては「ＴＰＯ（時、場所、場面）が適

切ではなかった」と言葉の修正やおわびの体裁を取る一方で、「述べた内容は

間違っていない」「事実を言っている」などと自説に固執し、発言の根幹にあ

る歪んだ歴史認識をむしろ重ねて主張するという、極めて不誠実な対応に終始

している。 

沖縄戦において、国体護持を至上命令とする日本軍は、本土決戦を遅らせる

ための持久作戦を展開し、沖縄を本土防衛の「捨て石」とした。首里の司令部

を放棄して住民の避難地域であった本島南部へ撤退し、軍民混在の凄惨な地上

戦に巻き込んだ結果、県民の４人に１人という多大なる貴い命が奪われた。こ

れらが、日本軍の作戦による犠牲であったことは、動かしようのない歴史上の

事実である。 

西田氏の度重なる主張は、戦争体験者の証言や学術的な戦史研究が明らかに

してきた史実を真っ向から否定し、沖縄の平和教育を侮辱するものであり、到

底容認できるものではない。 

よって、沖縄県議会は、さきの抗議決議から１年を経てもなお、自らの過ち

を認めず、歴史修正主義的な発言を正当化し続ける西田昌司参議院議員に対し、

重ねて最大級の怒りをもって厳重に抗議するとともに、下記の事項を再度、強

く要求する。 

記 

１ 西田昌司参議院議員は、「ＴＰＯ」という表面的な言葉の言い換えによる

釈明をやめ、自身の歴史認識そのものが沖縄戦体験者や遺族の尊厳を著しく

傷つけるものであったことを認め、公に全面的な謝罪と発言の撤回を行うこ

と。 

２ 自由民主党は、西田昌司参議院議員が１年以上にわたり沖縄戦の実相を否

定する主張を維持し、県民への冒瀆を重ねている重大性を厳しく認識し、当

該議員に対する厳格な処分を速やかに下すとともに、党としての公式な歴史



認識と平和への姿勢を明確にすること。 

３ 自由民主党は、党所属議員が歴史の事実や戦争被害に対して無理解な発言

を繰り返すことの重大性を直視し、再発防止のため、党内教育体制の再構築

を速やかに実施すること。 

 上記のとおり決議する。 

  令和８年７月13日 

                         沖 縄 県 議 会 

参 議 院 議 員 西田 昌司  

自由民主党総裁 高市 早苗            
宛て 


